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研究成果の概要（和文）：国内外の日本語学習者および母語話者の大学生・大学院生，その指導者の学術的受信発信技
能向上の支援方法充実のために以下を行った：人文科学・社会科学・工学の9分野270編の日本語学術論文の構造の分析
；人文・社会科学系論文における引用を解釈に活用する談話展開の分析；学術語彙習得過程を調査するテストの開発と
母語話者・非母語話者への実施；海外の日本語教員・国内の留学生等へのインビューによるニーズ調査。同時に、パネ
ルディスカッションを通じて問題を分析・共有し，アカデミック・ジャパニーズ教育の中核的意義は広く洗練された視
野を獲得し学術的追求の意義を認識する得難い機会を与えることであることを確認した。

研究成果の概要（英文）：Towards gaining a comprehensive and concrete view of the tasks for those who were 
to assist the learning of academic writing/reading in Japanese, we conducted the following: the discourse 
structures of academic articles in different disciplines ( 270 articles in humanities, social science and 
engineering) were classified into representative types; the manners of exploiting quotation in the 
literature-analysis type of papers in humanities and social sciences were investigated; a quiz was 
developed to probe the process of acquiring academic vocabulary, and was applied both to native and 
non-native speakers of Japanese; demands of instructors and international students were studied through 
interviews. Also, several panel sessions were held to reveal that the core merit of learning academic 
Japanese was that it provides the learners with one of the very few opportunities to acquire a 
comprehensive and refined perspective and find the pleasure of pursuing an academic interest.

研究分野：日本語教育

キーワード： アカデミック・ジャパニーズ　アカデミック・ライティング　国際研究者交流　談話分析　論文作成支
援　引用表現　解釈表現
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１．研究開始当初の背景 
日本語教師にとって，レポート・論文の構
造型のヴァリエーションの全体像の把握は，
必須のものであるにもかかわらず，IMRAD
モデル（Swales1990）のほかは，「序論」，「結
論」などの分析に限られており，対象分野も
限定的であった。その成果を国内外での参加
型研修の提案や，教育手法の発信につなげる
ことは，学術や情報を受信発信する言語とし
ての日本語のプレゼンスを高め，日本語によ
る研究コミュニティを充実させることに寄
与するものと考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究では，以下の目的Ⅰ～Ⅰの達成を目
指し，研究を行った。 
(1)目的Ⅰ．レポート・論文作成支援を目的
としたコーパス（論文およびレポート）の
拡充とレポート・論文の構造分析 
(2)目的Ⅱ．国内外における日本語を研究の
受信発信に用いる層のニーズに関する質
的調査の実施 
(3)目的Ⅲ．日本語学術文献の書き手・読み
手・教師支援のための教材や教育手法のリ
ソース開発と，ワークショップを中心とし
た国内外における参加型研修の実施，支援
ネットワークの構築 

 
３．研究の方法 
(1)目的Ⅰ．レポート・論文作成支援を目的
としたコーパス（論文およびレポート）の
拡充とレポート・論文の構造分析において
は，おもに，学術論文の構成要素の分析，
引用から解釈に至る構造の分析，話しこと
ばを書きことばに置き換えるクイズの実
施等を行った。 
(2)目的Ⅱ．国内外における日本語を研究の
受信発信に用いる層のニーズに関する質
的調査については，半構造化インタビュー
を行い，グラウンデッド・セオリー・アプ
ローチや SCAT 分析等を通じて考察を加え
た。 
(3)目的Ⅲ．日本語学術文献の書き手・読み
手・教師支援のための教材や教育手法のリ
ソース開発については，上述目的Ⅰの成果
をもとに，アカデミック・ライティングと
くに論文作成支援の手法を支援者に伝え
るためのワークショップによる参加型研
修を設計し，中国・ロシア等において実施
した。 
 
４．研究成果 
(1)目的 I については，おもに下記のような
成果を公表した。 
①人文科学・社会科学・工学の 9 分野 14 学
会誌計270編の日本語学術論文の構造分析
を行い，論文の中間章の構造における「実
験／調査型」「資料分析型」「理論型」「複
合型」の 4類型を抽出し，分野による出現
頻度の違いについて明らかにした。 

②人文・社会科学系論文における引用から解
釈への談話展開の構成要素の分析を行い，
「資料分析型論文」において「中立的引用
文」「解釈的引用文」「引用解釈的叙述文」
「解釈文」の 4 種が独自の機能を果たし，
論理展開パターンを構成していることを
明らかにした。 
③N1 と N2 の書き言葉表現習得に関する調査
を行い，大学での学年の経過につれ正答率
が上昇し，レポートを書く体験と専門分野
の文献との接触によって習得が促進され
ることを指摘した。 
(2)目的 II については，海外の日本語教員，
留学生，卒業生等に対するインタビューを
実施し，海外日本語教師において留学時の
論文執筆経験が帰国後の論文執筆指導に
与える影響について指摘したほか，海外日
本語教師（中国・ロシア）からのアカデミ
ック・ジャパニーズ教育への支援に関する
ニーズの存在等について確認した。 
(3)目的 III については，ネットワーク構築
のため，パネルディスカッションを通じた
問題の分析と共有，意見交換，ワークショ
ップ型の研修を行ってきた。また，各種の
対象者に対する，受信発信能力を高める実
践について報告を行い，指導者に対する情
報共有を図ってきた。さらに，国内外の実
践状況と担当者の認識をもとに，アカデミ
ック・ジャパニーズ教育の中核的意義とし
て，学術的追究を行う中で広く洗練された
視野の獲得を促す言語技能を養成するこ
との重要性を指摘した。 
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